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ジアなど他の熱帯域でも起こる可能性は低くはない。しかしアフリカ大陸では、中央部に広大なコンゴ盆地と熱帯ジャングルを作り出している水環境の特殊性が加わって、事態がずっと深刻化する可能性も、無きにしもあらずだ。しかもこれが 世界全体の気候変動対策に影響し 有数の野生動物 宝庫をも消滅の危機に追 やる なれば、さらに とは重大である。　
今回の特集のテーマである気候































種以上の植物が育っている。この熱帯雨林の特徴として、固有種の割合が高いことが挙げられ、たとえばコンゴ民主共和国で現在までに同定されている一万一〇〇〇種あまりのうち、約三〇％に当たる三二〇〇種が固有種である。また、ゴリラ、チンパンジーと った類人猿やマルミミゾウなどの、大型の陸上哺乳類が多い も特徴で、寿命が長く身体の大きい彼らの暮らしを支える栄養源として、コンゴの熱帯雨林の豊かさは際立っている。この豊かさは同時に、現在も八〇〇〇万人以上 人々に、食糧や飲み水、そ て住居を提供する場となっており、コンゴ盆地に人が住みはじめた五万年以上も前から、変わらぬ営 を保ってきた。　
その熱帯雨林を潤すコンゴ河の
特徴は、盆地内を流れ下る淡水の














































定が達成され、温暖化が二度未満に抑えられた しても、過去の排出による気温変動への適応だけで年間七〇億～一五〇億ドルの費用がかかり、二〇二〇年以降は年間七％の上乗せが必要で、その額は二〇五〇年に三五 ドル／年に達する。さらに、現状のまま 暖化が進むと、こ 費用は毎年一％の上乗せに膨らみ、今世紀終わりには適応と被害補償だけでアフリカのＧＤＰの四％に達する（二度未満なら一％） いう
　
これらの莫大な費用推計の大部





どう取り入れるかである。ＡＲ５が指摘するように、先住民の伝統的知識体系や慣行を応用することは、環境に対 彼らの包括的な捉え方も含め、気候変動の適応のために大きな手助けとなるが、これらは既存の取組において、一貫して利用されて たわけでは い。そのような形態の知識を統合することによって、適応策 有効性は向上する（参考文献①）と考えられる。　
観光業は確かに気候変動の影響
を受けやすいが、発想を転換すれば適応しやすい分野 もいえる。変化した自然環境に新たな観光の魅力を加えることさえできれば、大した経費をかけずに柔軟に対応できるからだ。そこには、長年、森を守ってきた地元住民の伝統知がものをいうだろう トップダウンで決められた〝保護区〟と伝統知の間に、しばしば齟齬が生じるケースがあるが、森林の生物多様性の現状把握は コミュニティの方が正確であること 多いのだ。　
アフリカ熱帯雨林の八〇％以上
は、地域コミュニティの居住地に隣接する非保護区である。 こでは、人々が培ってきた野生動物や森林との共生関係にもとづく地域























lenges and costs for A
frica, 2014.
④
 岡安直比「生物多様性保全・気候変動対策と国際社会――霊長類保護に貢献するＷＷＦ（世界自然保護基金）ネットワークの活動――」 （ 『霊長類研究』二四、二〇〇九年）三〇一―三一二ページ。
